
　

回
目
を
迎
え
る
神
奈
川
県
内
最
大
規
模
の
工
業
技
術
展
「
テ
ク
ニ
カ
ル
シ

ョ
ウ
ヨ
コ
ハ
マ
２
０
１
３
」
。
今
年
も
企
業
の
技
術
や
製
品
、
大
学
や
研
究
機

関
の
研
究
成
果
が
発
表
、
展
示
さ
れ
る
。
特
に
産
学
連
携
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
一

角
「
産
学
公
・
企
業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
野
」
に
は
、
１
０
２
の
企
業
と
団
体

が
出
展
。
横
浜
と
神
奈
川
の
多
様
な
力
が
一
堂
に
会
す
る
。

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
ヨ
コ
ハ
マ
２
０
１
３

ヨコハマに産学連携の多様な力
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
、
支
援
事
業
と
連
動

慶
大
、
大
宮
准
教
授
が
講
演ＭＴＳ、「製造業」自負

　
横
浜
の
公
的
支
援
機
関
と

し
て
は
、
横
浜
市
の
財
団
で

あ
る
横
浜
企
業
経
営
支
援
財

団

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
、
横
浜
市
中

区

が
出
展
す
る
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ｃ
は
２
０
１
２
年
度
か
ら
、

主
に
大
企
業
を
退
職
し
た
技

術
職
や
営
業
職
の
人
材
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
市

内
中
小
企
業
を
回
る
「
横
浜

も
の
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
事
業
」
を
始
め
た
。
モ
ノ

づ
く
り
中
小
企
業
の
技
術
や

サ
ー
ビ
ス
に
注
目
し
て
、
販

路
を
紹
介
、
開
拓
し
た
り
、

ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
に

な
れ
る
企
業
を
紹
介
し
た
り

す
る
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
に
と
っ
て

今
回
の
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ

ヨ
コ
ハ
マ
は
、
も
の
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
と
連

動
す
る
も
の
と
な
る
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
が
市
内
各
地
で

運
営
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
施
設
か
ら
は
、
横
浜
新

技
術
創
造
館
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

Ｌ
Ｖ

Ｐ
、
横
浜
市
鶴
見
区

入
居

企
業
で
あ
る
Ｍ
Ｔ
Ｓ
な
ど
６

社
が
出
展
。
こ
の
ほ
か
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ｃ
が
事
務
局
と
し
て
運
営

す
る
金
属
加
工
研
究
会
と
マ

イ
ク
ロ
も
の
づ
く
り
研
究
会

の
参
加
企
業
の
中
か
ら
５
社

が
出
展
す
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支

援
に
も
新
た
な
動
き
が
あ

る
。
第
１
９
０
回
産
学
交
流

サ
ロ
ン
と
し
て

年

月
に

開
催
し
た
「
岩
手
も
の
づ
く

り
復
興
支
援
事
業
」
は
、
岩

手
大
学
や
岩
手
県
商
工
労
働

観
光
部
、
岩
手
県
企
業
が
集

結
。
横
浜
市
内
の
企
業
と
情

報
交
換
や
事
業
の
補
完
、
協

力
を
も
く
ろ
む
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
た
。
こ
の

時
に

件
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

で
き
て
お
り
、
テ
ク
ニ
カ
ル

シ
ョ
ウ
ヨ
コ
ハ
マ
で
も
マ
ッ

チ
ン
グ
を
促
す
。
今
後
も
Ｉ

Ｄ
Ｅ
Ｃ
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー
す

る
方
針
で
、
受
発
注
の
契
約

ま
で
至
る
ケ
ー
ス
に
も
期
待

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
産
学
連
携
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
、
２

月
６
日
に
は
慶
応
義
塾
大
学

理
工
学
部
機
械
工
学
科
の
大

宮
正
毅
准
教
授
の
「
多
層
積

層
構
造
体
に
お
け
る
局
所
密

着
強
度
の
評
価
手
法
」
な
ど

研
究
者
が
最
近
の
成
果
を
発

表
。
７
日
に
は
「
い
わ
て

も
の
づ
く
り
企
業

支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
８
日
に

は
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
河
本
順
子
取
締

役
ら
企
業
の
発
表
が
行
わ
れ

る
。

　
横
浜
市
内
に
は
、
横
浜
国

立
大
学
や
東
京
工
業
大
学
、

横
浜
市
立
大
学
な
ど
有
力
大

学
の
理
工
系
や
医
学
系
の
キ

ャ
ン
パ
ス
・
拠
点
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
慶
応
義
塾
大
学

理
工
学
部

横
浜
市
港
北

区

。
６
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
も
講
演
す
る
大
宮
准

教
授
は
、
科
学
技
術
振
興
機

構

Ｊ
Ｓ
Ｔ

の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
高
密
度
多
層
配

線
・
三
次
元
積
層
構
造
に
お

け
る
局
所
的
機
械
強
度
の
計

測
手
法
の
開
発
で
成
果
を
挙

げ
て
い
る
。

　
高
密
度
集
積
回
路

Ｌ
Ｓ

Ｉ

な
ど
の
半
導
体
デ
バ
イ

ス
は
、
微
細
化
と
積
層
化
が

進
む
一
方
で
、
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
ナ
ノ
は

億
分
の
１
オ

ー
ダ
ー
の
微
細
な
構
造
部
で

起
こ
る
破
壊
が
課
題
だ
。
大

宮
准
教
授
は
名
古
屋
工
業
大

学
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
、
積

層
構
造
の
最
も
弱
い
銅
配
線

と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
絶
縁
層

の
界
面
で
破
壊
を
発
生
さ
せ

る
た
め
、
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
サ

イ
ズ
の
試
験
片
を
Ｆ
Ｉ
Ｂ

集
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム

加

工
に
よ
り
作
成
し
、
触
針
し

て
界
面
を
破
壊
し
て
強
度
を

評
価
　
図
。　最
終
的
に
、
一

辺
が
１
３
０

の
試
験
片

に
よ
る
実
験
を
行
い
、
銅
配

線
の
結
晶
方
位
に
よ
る
強
度

差
の
評
価
に
成
功
し
た
。
Ｌ

Ｓ
Ｉ
配
線
が
強
度
的
に
均
一

な
材
料
で
作
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
を
意
味
す
る
世
界
初
の

定
量
的
情
報
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
試
験
デ
ー
タ
と
連

携
し
、
界
面
強
度
を
抽
出
す

る
亀
裂
進
展
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
を
開
発
中
。
結
晶
の
方
位

や
粒
界
の
組
み
合
わ
せ
を
反

映
し
た
亀
裂
進
展
抵
抗
を
評

価
す
る
こ
と
で
、
結
晶
コ
ン

ビ
ナ
ト
リ
ア
ル
に
よ
る
低
強

度
領
域
出
現
確
率
を
定
量
的

に
予
測
で
き
る
よ
う
、
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
を
開
発
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
銅
配
線
と
絶

縁
層
の
界
面
の
亀
裂
進
展
で

は
、
銅
の
塑
性
変
形
に
費
や

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
界
面

剥
離
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

よ
り
も
大
き
く
、
二
つ
を
分

離
す
る
こ
と
で
界
面
剥
離
に

要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
試

験
片
の
大
き
さ
に
依
存
し
な

い
量
で
あ
る
こ
と
を
見
い
だ

し
た
。
今
後
の
界
面
強
度
の

定
量
評
価
に
は
、
結
晶
塑
性

を
組
み
込
ん
だ
新
し
い
亀
裂

進
展
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
必

須
で
、
商
用
の
有
限
要
素
解

析
ソ
フ
ト
と
プ
ロ
セ
ス
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
と
連
携
す
る
こ

と
で
破
壊
リ
ス
ク
の
定
量
化

す
る
手
法
を
研
究
中
だ
。

　
一
般
に
産
学
連
携
は
、
大

学
や
研
究
機
関
に
よ
る
原
理

を
追
究
す
る
基
礎
研
究
部
分

技
術
シ
ー
ズ

と
、
企
業

が
製
品
な
ど
の
形
あ
る
も

の
に
実
用
化
す
る
応
用
部
分

と
の
橋
渡
し
が
重
要
に
な

る
。
慶
大
で
も
慶
応
義
塾
先

端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｋ
Ｌ
Ｌ

を
中
心
に
、
大

学
側
の
技
術
シ
ー
ズ
の
発
信

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
テ
ク

ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
へ
の
出
展
だ

け
で
な
く
、

日
に
は
同
大

学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

横
浜

市
港
北
区

で
「
第

回
Ｋ

Ｌ
Ｌ
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
　

加
工
す
る
、
動
か
す
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
ト
す
る
」
と
題
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
精

密
材
料
加
工
、
マ
イ
ク
ロ
ア

ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
力
学

的
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
研
究
者
が
講
演

す
る
。

　
８
日
に
河
本
取
締
役
が
講

演
す
る
Ｍ
Ｔ
Ｓ
は
、
制
御
ソ

フ
ト
で
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を

誇
る
「
マ
ト
ラ
ボ

Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｌ
Ａ
Ｂ

」
を
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
し
た
組
み
込
み
制
御
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
特
注

ソ
フ
ト
の
作
成

を
主
力
と
す

る
。
特
に
ソ
フ

ト
で
の
制
御
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
精
度
を
上

げ
た
い
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
対

し
、
物
理
現
象

を
き
め
細
か
く

カ
バ
ー
し
た
精

度
の
高
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
す
る

需
要
を
取
り
込

む
。
マ
ト
ラ
ボ

と
物
理
現
象
の

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

の
両
方
を
熟
知

し
た
企
業
は
少

な
い
た
め
、
こ

れ
が
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
強
み
と
な
っ

て
い
る
。
Ｍ
Ｔ
Ｓ
は
大
型
の

工
作
機
械
な
ど
を
有
す
る
産

業
で
は
な
い
が
、
業
種
と
し

て
は
ソ
フ
ト
開
発
の
サ
ー
ビ

ス
業
と
い
う
よ
り
、
業
務
内

容
と
し
て
は
製
造
業
で
あ
る

と
の
自
負
を
持
つ
。

　
さ
ら
に
、
５
年
間
の
保
証

を
付
け
た
大
型
蓄
電
池
も
開

発
、
発
売
し
た
。
デ
ー
タ
解

析
機
能
を
付
け
て
使
用
状
態

を
把
握
し
、
通
常
の
使
い
方

を
し
て
い
る
範
囲
で
保
証
を

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

電
池
自
体
は
、
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
に
比
べ
安
価
で
技

術
的
に
こ
な
れ
て
い
る
鉛
電

池
を
採
用
し
、
１

時
当

た
り
９
万
円
を
切
る
単
価
と

し
た
。
Ｍ
Ｔ
Ｓ
は
、
現
在
は

ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
技
術
開

発
が
主
だ
が
、
現
在
の
強
み

を
生
か
し
て
利
益
を
積
み
上

げ
、
５
年
以
内
に
独
自
の
開

発
製
品
を
生
み
出
す
方
針

だ
。
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